
指標 

（厚労省提出指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 最終検査値の HbA1c が＜8.0％  

分母 
半年間で 90 日以上、血糖降下剤またはインスリンが投与さ

れた患者数。インスリンは１回 30日分でカウントする。（近

接診含む） 

収集 

期間 
年 2 回（6 月・12 月）  

調整 

方法 

糖尿病の患者の血糖コントロール 

・糖尿病患者の血糖値のコントロール状態を示す指標で、より高い値が望ましい。これを達成するためには食

事療法や運動療法の指導と適切な薬物療法の実施が必要であり、これらを改善することによって診療の質向

上を目指す。 

最小値49.47 25％値68.28 中央値77.02 75％値82.37 最大値93.65 （％） 

回答病院 46病院 うち外れ値 6病院 

2018年6月集計から分子を「最終検査値のHbA1cが＜8.0％」の患者数に変更しています。 

2019年の各パーセンタイル値は、2018年の集計（回答56病院）［最小値42.22 25%値66.10 中央値75.93 75%

値82.16 最大値97.38（％）］とほとんど変わらないようにみえますが、病院毎では大きく変化（改善）したと

ころがありました。分母数にもよりますが、各病院で分析評価を行なってください。 

なお、2019年の回答病院は前年より12病院減っており（新たな回答病院は2）、厚労省指標14との関連など整

理が必要かもしれません。 

参考：日本病院会は、「2018年度QIプロジェクト結果報告」で指標No.14-bに同じ「糖尿病患者の血糖コントロ

ールHbA1c<8.0％」をまとめており、［最小値37.8、25％値76.5、中央値81.0、75％値85.1、最大値100.0（％）、

平均値80.1％］との数値を公表しています（箱ひげ図の作成方法や外れ値のとり方が違うので比較には注意が

必要です）。 

35

改善・運用事例のアンケートで、手作業による該当患者の抽出が相当に難しいためか、「数字の収集、把握が

できず報告できない。」との回答が寄せられています。（高知生協病院） 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例など 
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